
[Ｒ5.8 留学修了報告書（１学年度間留学修了）] 

ニュージーランド リッカートン高校 川地 唯日さん 

留学期間 Ｒ4.7～Ｒ5.7（１年間） 

 

１ 留学の成果 

私は、7 月にニュージーランドでの約１年間の留学を終えました。最初は長く感じた１

年間でしたが、過ぎてしまえば早い１年間でした。留学生活を通してたくさんの文化や価

値観を学ぶことができ、とても自分の糧になる、充実した一年を過ごすことができました。 

留学生活で一番の思い出は、世界各国の人々と出会えたことです。多くの人々と繋がっ

て、たくさんの文化や価値観を知ることができました。たくさんの文化が共存するニュー

ジーランドに行かなければ知らなかったことなどを知ることができ、ニュージーランドに

留学して本当によかったと思える一つの理由になりました。また、ホストファミリーとは

本当の家族のような信頼関係を築くことができ、友達とはお別れの時にみんなで涙を流す

ぐらいの絆を深めることができました。国境を越えてこのような素敵な人たちに出会えて

とても嬉しく思っています。ホストファミリーや友達がいつもやさしくサポートしてくれ

たおかげで楽しく、充実した日々を送ることができました。 

学校生活では、Mufti day や、Sports Day の時はガンブーツ投げなどの日本では経験で

きないことを経験することができました。学校が開く Culture Fes などもあり、学校行事

を通してニュージーランドの文化などにも触れることができました。 

私が留学生活で学んだことは、英語はあくまでもコミュニケーションツールの１つであ

るということです。もちろんコミュニケーションをとるためには言語力は必要ですが、そ

れよりも必要で大切なことは自分の考えや想いを相手に伝えたいという気持ちです。たと

え英語がそんなにできなくても、その気持ちを持っていれば相手も聞こうとしてくれるの

でコミュニケーションは言語力関係なしにとることが可能だと思います。なので、英語が

苦手だから留学をためらっている方がもしいるのなら、恐れず挑戦してほしいと思いま

す。 

この１年間、１７歳という若さで、一人で知らない土地に行き、たくさんの人々と出会

い、３か月などの短期留学では知ることのできなかったことを知ることができました。こ

れからたくさんの決断を自分でしないといけませんが、この、留学に行くと決めた大きな

決断はこれからの人生にとても役立つと思います。さらに留学生活を通して、行動力やコ

ミュニケーション能力などを養うことができ、自分自信を成長させることができました。

これからはこの素晴らしい経験を生かして、日本の魅力を世界中に届け、グローバル化が

進む日本で活躍していきたいです。どんな時も支えてくれた、私の周りの方にはとても感

謝の気持ちでいっぱいです。 

 

 

 

 

 



２ 履修状況、課外活動等 

（１）履修科目 

 ・Mathematics with Flexibility (数学) 

・Level 2 Food Technology (クッキング) 

・level 2 History (歴史) 

・Level 2 Japanese (日本語) 

・Level 2 Art design (アートデザイン) 

・Level 2 Painting (美術) 

・Level 3 Painting 

・Level 2 English for Practical Purposes (英語) 

・Level 3 English for Practical Purposes 

（２）課外活動および受賞歴等 

 女子バレーボール 

 

３ 今後の活動予定 

帰国後は、気持ちを切り替えて大学受験のために勉強に一生懸命励んでいきたいです。

大学では、留学で興味を持った世界の文化や宗教について学んでいきたいので、留学で

学んだことなどを最大限に活かしていきたいです。将来は航空関係のお仕事に就きたい

と考えているので、日本と世界を繋ぐ場で活躍できるグローカル人材へと成長したいで

す。 

 

４ ふるさと納税寄付者へのメッセージ 

中学生の頃から夢見ていた、ニュージーランドへの留学が実現できたのは、福井県き

ぼう応援海外留学奨学金へご寄付頂いた、ふるさと納税者の皆様のお陰です。本当にあ

りがとうございました。私も将来は、留学する学生を応援する立場になれるよう、日々

努力して参りたいと思います。 

 

  



5 記録写真 

 

Japanese のクラスメート達がお別れの 

メッセージをくれました。 

 帰国する前日に折り紙にメッセージを書いて

友達に渡しました。みんなそれを読んで涙を

流してくれました。 

 

ホストファミリーと行ったネルソンで 

 

 


